様式第１２
　年　　　月　　　日
全国商店街振興組合連合会
　理事長　　辰　野　邦　次　　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商店街名
代表者役職・氏名　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

民間事業者（特定非営利活動法人を含む）名
　※該当者のみ
代表者役職・氏名　　　　　　　　　　　　　　　印
　　年度　地域商店街活性化事業助成金事業実施効果報告書
平成　　年度地域商店街活性化事業を実施した効果について、地域商店街活性化事業助成金交付規程第２２条第１項の規定に基づき報告します。
記
1． 実施した事業内容
（１）事業名
（２）事業の概要
２．事業の効果・数値目標結果
（１）当初の数値目標
（２）達成状況
　※数値及び計測内容や時期を具体的に記載すること
（３）目標達成のために取り組んだ内容
（注）連名申請の場合は、全ての申請者名を記載すること。　    
※採択通知書に記載されている採択通知番号をご記入ください。
	採択通
知番号
	全振連第
　　　　　　　　　　　　　　　号
	作成担当者氏名
電話番号
	　　　　　　　（　　　　）   


様式第１２（記載例：令和元年度版）
令和元年１２月１２日
全国商店街振興組合連合会
理事長　辰　野　邦　次　殿
○○市□□通り商店街振興組合
理事長　○　○　○　○　㊞
令和元年度地域商店街活性化事業助成金事業実施効果報告書
平成２６年度地域商店街活性化事業を実施した効果について、地域商店街活性化事業助成金交付規程第２２条第１項の規定に基づき報告します。
記
１．実施した事業内容
（１）事業名
　　　地域住民参加による□□通り賑わい創出プロジェクト事業
（２）事業の概要
　　　地域の住民・消費者の方々とのコミュニケーションを強化するため住民参加型の「商店街賑わい創出・サマーフェスティバル」を開催したほか、１０月には、地域の子供達と親御さんの参加による「□□商店街ハローウィンパーティ」を開催した。
　　　また、商店街の店舗や特徴をより多くの方々に知っていただくための「商店街・歴史と散歩マップ」を２万枚作成し、商圏内の住宅に配布した。さらに、情報発信事業としてホームページの機能強化を図り、スマホで簡単に商店街や個店の情報を見ることができる環境を整備した。
２．事業の効果・数値目標結果
（１）当初の数値目標
　　　　令和元年度　　歩行者通行量　　６５０人（平日）　４５０人（休日）
　　　　令和元年度　　空き店舗数　　　４店
（２）達成状況
　　　　歩行者通行量　令和元年 １１月２１日　７９２人（平日）１２１．８％
　　　　　　　　　　　　　     １１月２６日　５３５人（休日）１１８．９％
　　　　空き店舗数　　令和元年 １１月２１日　３店舗　空き店舗は１店舗減少
（３）目標達成のために取り組んだ内容
①「賑わい創出・サマーフェスティバル」は、組合で予算計上したほか市の助成を得て継続事業として実施し、地域の夏祭りとして定着しつつある。また、「ハローウィンパーティ」については、地元の幼稚園と連携して仮装パーティを開催したほか、○○県のＪＡからかぼちゃを提供してもらい、ランタンを作成して期間中にオブジェとして陳列した。
　　②情報発信事業としてはホームページを更新して充実を図ったほか、来年度予算を計上してインバウンド対策として外国語のサイト作成を行う予定。　　
　　③新規事業として、商店街に「賑わい創出委員会」を設置、若手を中心に新たなイベントづくりを検討しているほか、今後の商店街活動を模索するため、先進商店街の視察等を予定している。
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